
令和6年4月1日から、子育てを支援し、子どもたちに公共交通を身近に感じ
てもらう新しい取り組みとして、中学生以下の運賃を無料にしました。

中学3年生及び高校3年生を対象に、進学後の通学手段に
ついて検討を行う時期である2月から3月頃にかけて、共通
のMMチラシ「エコ通学のススメ」を配布しました。

令和6年7月から10月の6日間で定員10名で観戦チケットと綾部
～園部間の特急往復乗車券(指定席)が含まれるチケットを販売
し、41名の方にご利用いただきました。

バス利用者の利便性向上を図るために、令和7年1月6日から南丹市営バス美
山園部線にpaypay決済を導入しました。

令和6年4月と9月の2回にかけて、地元の小学生を対象にバ
スの乗り方教室実施しました。小学校の校外学習時に市営バ
スを利用してもらい、市営バス職員から小学生たちにバスの
乗り方の説明をしていただきました。

京丹波町竹野地区で運営されているカーシェアリングについて、令和6年度
も継続して運行経費に対する補助を実施いたしました。令和6年度は149名の
方にご利用いただきました。

京丹波町において、電話1本で予約ができる予約型乗合タクシー
の実証事業を行い、年間765名の方にご利用いただきました。令和7年
4月１日から本格的に導入しております。

綾部市・京丹波町で毎年実施されていた園児・小中学生
を対象にした電車やバスの乗り方教室について、令和６年
度から南丹市においても実施されることとなりました。

園福線について、地域旅客運送サービス継続実施計画に
基づき、中京交通の運行費用を財政面で支援を行いました。
また、南丹市の広報誌へ記事掲載、京丹波町役場の各支

所で時刻表を配布するなど、利用促進を実施しました。

関係自治体や森の京都ＤＭＯと連携して、協議会HPの
「公共交通マップ」から観光地情報等を閲覧できるよう更
新を行いました。合わせて、DMOのHPの各観光地の詳細情
報欄へ、バス路線とナンバリングの記載を追加しました。

関係自治体や各ＤＭＯ、交通事業者と連携して、京都市外
の観光地への公共交通を活用したアクセス方法等を記載した
外国人観光客向けの情報冊子を５言語で作成いたしました。


